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中規模都市での地域公共交通中規模都市 地域公共交通

H22.1.20（水）

山口県 宇部市



宇部市の紹介

宇部市

人口：１７５ １６６人（H22 1 1)人口：１７５，１６６人（H22.1.1)

世帯数：７７，５９３世帯（H22.1.1)

面積：２８７ ６９平方キロメートル（H17国調)
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面積：２８７．６９平方キロメ トル（H17国調)

高齢化率：２５．０％（H22.1.1)



野外彫刻中山 地 棚

緑と花と彫刻のまち 宇部市
野外彫刻中山間地の棚田

第23回 UBEビエンナーレ’09 (現代日本彫刻展)
大賞(宇部市賞）
作品名：Self – consciousness
作者：Yom Sang Uk 

作品名：抗夫

作家：萩原 守衛

常盤公園常盤公園

市街地部と沿岸部の工業地帯

グローバル５００賞受賞

公害克服のまち
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地 勢

宇部市の概況
地 勢

北部

楠地域 北部３地区楠地域、北部３地区
を中心に、中山間部
が広がる

南部

コンビナート地帯

３

■南北に長い地理的特徴
■北と南では地勢、人口や施設の集積度が異なる



人口分布 高齢化の状況

宇部市の概況
人口分布 高齢化の状況

人口分布
が分散的

中山間部を中心に、
高齢化が進行が分散的 高齢化が進行

南部に人口のほと
んどが集中 郊外部において

も一部の団地等
で高齢化が進行
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宇部市の地域公共交通の現状

特徴

①鉄道は ＪＲ西日本の地方
生活交通バスクスノキ号

①鉄道は、ＪＲ西日本の地方
交通線である宇部線、小野田
線が市街地をカバーしている

船木鉄道

新山口駅

線が市街地をカバ している

②南北に長い地勢であるため
バス交通が主な生活交通と

サンデン交通

山陽新幹線

バス交通が主な生活交通と
なっている

③山口県の空の玄関「山口宇

宇部市交通局

山陽本線

③山口県の空の玄関「山口宇
部空港」がある

宇部市交通局

宇部線
小野田線

５

山口宇部空港



✓中規模都市での問題点
人口減少のため バスの利用者減少に歯止めがかか人口減少のため、バスの利用者減少に歯止めがかか

らない

少子化や人口減少による利用者の減 ⇒

特に中山間部や高校生の利用者数が減少している特に中山間部や高校生の利用者数が減少している

高齢化の進展 ⇒

地域公共交通の必要性は増している地域公共交通の必要性は増している

JRの地方交通線の利用者数が激減している

広域的な企業であるJRへのアプローチは困難

マイカー利用を前提に 郊外スプロールが進行マイカ 利用を前提に、郊外スプロ ルが進行

住宅、オフィス、商業施設、病院、公共施設が郊外に

散在

６



環境共生都市へ
地域公共交通の取り組み地域公共交通の取り組み

◆宇部市営バス健全化方策検討調査◆宇部市営バス健全化方策検討調査

◆市内一斉ノーマイカー運動

◆地域と連携したノ イカ 運動◆地域と連携したノーマイカー運動2005 

◆宇部市地球温暖化対策実行計画における

通常ノーマイカー･ノーマイカー通勤デー

◆宇部市地域公共交通総合連携計画
市長自らバス通勤

◆チャレンジ！スマート通勤

◆サイクルアンドライド事業

宇部市では、
「「環境にやさしい交通環境にやさしい交通」」

の 様々な取り組み様々な取り組み◆サイクルアンドライド事業

◆環境にやさしい宇部の交通を考える

ワークショップ開催

を行っています！
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ワ クショップ開催



宇部市地域公共交通総合連携計画（概要）
平成２１年３月策定

【地域公共交通総合連携計画の区域】
宇部市全域

デマンドタクシー
の実証運行

宇部市全域
【計画期間】

平成２１年～平成２３年（３年間）
【地域公共交通総合連携計画の目標】

･公共交通の利用者数の増加

デマンドバス
の実証運行

公共交通の利用者数の増加
･行政負担の適正化
･地域公共交通の認知度、利用満足度の向上
･公共交通空白地域の縮小
･持続可能な移動確保策の構築

新山口駅

持続可能な移動確保策の構築

地域公共交通の課題
・高齢化・過疎化の進む地域における移動の確保

デマンドタクシー
の実証運行

・地域内路線の効率化
・広域路線と地域内路線との連携強化
・空港アクセスの強化
・市街地移動サービスの充実 ・利用促進など

活動時間帯に着目し
た市街地におけるバ
スサービスの改善

宇部市生活交通協議会の設置

＜構成員＞

市 者 表 交通事業者

事業所と連携したエコ通
勤の実施

サ 改善

バ 路線 見直市民・利用者代表、交通事業者・
交通管理者、道路管理者、
商工会議所関係者、行政（国、県、市）

バス路線の見直し
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✓地域公共交通の中での生活交通

宇部市では地域公共交通で、通勤、通学、通院、買
物など 生活圏域における日常的な移動手段として物など、生活圏域における日常的な移動手段として、
住民の日常生活に必要不可欠なものを「生活交通」
として定義していますとして定義しています。

生活交通を担う交通手段としては 鉄道 路線バス生活交通を担う交通手段としては、鉄道、路線バス、
タクシーなどで、新たにデマンドバス・タクシーも実証
運行を行い検討しています。運行を行い検討しています。

生活交通のサービス水準は、地域システム全体の中生活交通のサ ビス水準は、地域システム全体の中
で福祉、教育など他の行政サービスとのプラス・マイ
ナスの波及効果を重要な視点としています。ナ 波及効果を重要な視点 し ます。
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地域公共交通での様々な取り組み

生活交通バスに

バイオディーゼル燃料を使用

イベントでの利用促進ハイブリッドバスの導入

（山口県下初）

バス乗り方教室の実施携帯電話バス運行システムの

開発

環境にやさしい宇部の交通を

考える（ワークショップの開催）
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宇部市交通局と宇部工業高等専門
学校の共同開発

「路線バスに乗って彫刻を見に行こう」の
実施



中山間地域での取り組み

平成２０年度に宇部市地域公共交通総合連携計画を
策定策定

平成２１年１０月より、中山間地域の４地区でデマンド平成２１年１０月より、中山間地域の４地区でデマンド
バス・タクシーの実証運行を開始

地方の直面する課題や提案を国に届ける仕組みが必地方の直面する課題や提案を国に届ける仕組みが必
要
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✓中規模都市での課題

◆四者協働の強化（地域公共交通を支える）

行政 交通事業者 地域（住民など） 企業・事業所の連携により行政、交通事業者、地域（住民など）、企業・事業所の連携により
生活交通を守り育てる体制の強化

行政が主体となり地域公共交通を推進する必要がある

市ではここまでやる！

人材育成
地域に密着した具体政策を立案・実行できる人材の育成
意識改革意識改革
住民自らが地域の公共交通を支える意識の譲成
連携連携
大学などと協働で交通施策の検討・実行
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✓公共交通への財源が必要

ここをお願いしたい！

高齢社会の進展や環境問題

公共交通の重要性は増していく

高齢社会の進展や環境問題・・・・

しかし ・・

ば

公共交通の重要性は増していく

走れば走るほど赤字になる地方公共交通

きめ細やかな運行を行う経費

例えば

乗り継ぎの環境づくりの経費

○ 鉄道との乗り継ぎ（公共交通の連携）
○ 駅周辺での駐輪場整備やバリアフリー化
○ 快適な待合環境のバス停の整備○ 快適な待合環境のバス停の整備
○ 住民ニーズにあったきめ細やかなバス路線 など
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